
 

 

 

 

 

 
 
 

 

色を表現するために ～Ⅰ.色の種類について 

No. 16001 
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はじめに 

色を数値で表現するために、規定された方

法に基づいて測定する事を測色といいます。

私達が普段見ている物体の色は、物体色（透

過色、反射色など）および光源色に大別され

ます。色の特徴を把握せずに測色を行った場

合、人間の目で見える（感じる）色とは異な

る結果が示されることがあります。ここでは、

色の種類、色の表現方法、および測色事例に

ついて紹介します。 

 

色の種類 1) 

身の回りにある物の色の多くは、物体色と

呼ばれます。物体色の特徴は、光源の光があ

って初めて色が見えることです。暗闇の中で

は、物体色は見ることができません。一方、

暗闇の中でも見える炎、ランプ（灯）、および

LED などの発光体の色は、光源色と称されま

す。 

物体色は、透明性の程度によって 3 種類に

分類されます（図 1）。光源と目の間に試料を

挟んで見た時に、試料を通過する光源の光が

はっきり見える場合、その物体の色は透過色

（透明色）といいます。例としては、色つき

ガラスやワインの色などです。一方、光源の

光が全く見えなくなる試料の色は、反射色（表

面色）といいます。例としては、コンクリー

トや木材などがあります。また、光源の光が

明瞭に見えないが、光を感じる試料の色は半

透過色（半透明色）といいます。代表例はオ

レンジジュースです。 

 

色の表現方法 

色を定量的に表示する体系は表色系と称さ

れ、主に国際照明委員会（CIE）が定めた CIE

表色系が用いられています。さらに、CIE 表

色系の中でも、L*、a*、および b*という 3 種

類の値により物体色を規定する方法（L*a*b*

表色系）が、製造業、工業デザイン、品質管

理などの広い分野で用いられています 2)。こ

の方法では、分光測色計により試料の分光ス

ペクトルを測定し、明るさを示す L*（大きく

なるほど明るい）、赤と緑の程度を示す a*（正

の値は赤、負の値は緑）、および黄と青の程度

を示す b*（正の値は黄、負の値は青）をそれ

ぞれ求めます。 

求めた L*、a*、および b*の値を 3 次元直

交座標空間上にプロットすることにより、空

間における試料の色の位置を定めることがで

図 1 物体色の種類 
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きます。この三次元空間は、CIE 1976 L*a*b*

色空間（CIELAB 色空間）と称されます（図

2）3)。また、複数試料の色の位置の距離を算

出することにより、試料間の色の差（色差）

の程度を比較することも可能になります。 

  

測定装置 

L*a*b*表色系によって色を表現する場合、

測定装置として分光測色計を用います。ここ

で、測色に用いる装置の外観を図 3 に、仕様

を表 1 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 分光測色計 

 

表 1 分光測色計の仕様 

 

測定事例 

透過色の測定事例として、図 4 に示す黄色

のセロファン紙を、また、反射色の測定事例

として図 5 に示す橙色の包装用フィルムを測

定した結果をそれぞれ表 2 に示します。 

セロファン紙の測定結果では、L*および b*

の値が大きく、明るい黄色であることがわか

ります。一方、包装用フィルムでは、a*およ

び b*の値がどちらも正の似た値であること

から、橙色であることが認められます。この

ように、色の特徴を把握した上で測色を行う

事で、適切な測定値を得ることができます。 

  

 

 

 

 

 

図 4 黄色のセロファン紙（透過色） 

 

 

 

 

 

図 5 橙色の包装用フィルム（反射色） 

 

表 2 分光測色計による測定結果 

 

おわりに 

当所では、様々な試料について、最適な測

色方法を提案しています。測色の詳細につき

ましては、お気軽に下記担当者にご相談下さ

い。 

  

※印刷環境等により、本シート中の画像につ

いて、色合いが異なる場合があります。 
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装置名 
日本電色工業株式会社 

Spectrophotometer SE6000 

測定波長

範囲 
380～780 nm 

サンプリ

ングピッ

チ 

10 nm 

オプショ

ン 

3mmオプティカルファイバーペ

ン

照光方式

および 

受光方式 

0°照光、0°受光（透過色） 

0°照光、45°円周受光（反射色） 

8°照光、拡散受光（正反射光含む）

（オプティカルファイバーペン） 

反射測定

径 
3、4、5、6、10、および 30 mm 

試料形状 
固体、液体、粉末、およびフィル

ム 

試料 色の種類 L* a* b* 

セロファン紙 透過色 88 0.5 89 

包装用フィルム 反射色 53 54 56 


